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5月4日から11日まで，サンディエゴ沖,アメリカズ

カップ開催海域で行われた『アメリカズカ.ヅプ級世界
選手権,に参戦した『ニッボンチャレンジ』。初日のデス

マストトラブルを乗り越え,予選総合5位につけ,米・

"スターズ．アンド･ストライプス"が決勝出場を放棄し

たため決勝ラウンドに出場した。だが，準決勝で“ニ

ュージーランド”に敗れ，順位決定戦でも伊・“イル

モロー1”に敗れ，4位に終わった。
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ア杯獲得を目指し､フチームが腕だめし
5月4日，第1レースが12時30

分にスタートした。前Hまて鹸の8～

10ノットの冷たい南西風とはうって

かわって，西北西の15ノットの風が

吹き，サンディエゴの海はいつもと

違って少々詞莫様。

真ん中少し風上寄りの位置から

スタートした‘‘ニッポン”は快調な

スピードを見せ第1マークに向かっ

たが，その後風が左に振れ，風下側

からスタートしたアメリカ・デニス

コナーの“スターズ＆ストライプ｡

ス"，イタリアの“イルモロー15'',

スペインの“キント・センテナリ

オ”が上位で､第1マークを1111航

“ニッポン”は4番手となった。第

2マークも同じ順位て回航したが，

その後イタリアがアメリカを抜き，

そしてスペインがステアリンク守の故

障で､リタイアしたため，“ニッポ

ン”が3位にIがった。さらに風速

"20ノットまで上がった第3マーク

回航後“スターズ＆ストライプ。ス”

がスピンポール・トラブルて､手間取

る間に“ニッポン”が2位に浮上。

しかし今度は“ニッポン”にスピ

ン・トラブルが生じ，そのリカバー

にとまどって，大I隅に順位を落とし

8位まで後退○しかし，その遅れを

挽回しようと第4マークをlⅢ|航し2

度目の上りコースに入ってからの

‘‘ニッポン”の北l)には|jを見張る

ものがあり，この3マイルのコース

の所要時間24分28秒は7艇のヨット

のうちて､､は最商スピードを記録あ

っという間にフランスを抜き，“ニ

ッポン”は6位まて､再浮_こした。し

かし第5マーク|''I転直後、“ニッポ

ン”に涌恨のデスマストが発生。し
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フリートレース，スタート直僅石喘に“ニッボン”

もなく，ゆっくりとしたペースて、

“イル・モロー15""スターズ＆ス

トライプ。ス”が上位を走り，レー

ス・フリート〃引っ張るノfターン-r

ボン"’9位“アメリカ・キューフ

ー2”となった。

5月6日，第3レースが7～9

ノッ|､の西南西の風の!|!開催された。

“ニッポン”は，前IIとは打って変

わって素H青らしい走りを見せた。メ

ンテナンス・メンバーの連||の夜を

徹しての作業に応えるかのように，

セーリンクゞ・メンバーは“ニッポ

ン”の持つポテンシャルを十分にリ｜

き出し，スタートから快調に飛び,'l',

した。第1マークは“ニュージーラ

ンド"，“アメリカ・キューブー

9”に続き僅差て､､3位'11|航。次のレ

ク寺で“アメリカ・キューブ－9”

を抜き2位に浮上，その後，安定し

た走りを続け，この3艇がトップ･集

団を形成する中，第6マークまて､､は

このポジションをキープ。。しかし，

第7マーク直前てゞ“アメリカ・キュ

ーブ－9”に抜き返され，3位てﾞ

フィニッシュした。

5月7日，第4レースが行われ

たサンディエゴの海は,｣WI青の下，

5～6ノットの南南西の微風が支配

した。穏やかな海の11'の神總"o各

艇とも慎重にスタート，ポジション

をさぐるが，前H3位と好調の“ニ

ッポン”は，今日も絶好の位置から

スタート。

しかし，風は一向に強まる気配

ス・フリートを引っ張るパターンで

レースは進行する。その後も風は落

ちる一ﾉｱて､､，スタートから4時間45

分たった17時15分の時点でもトップ。

艇がフイニッシュすることがて､､きず，

絲局ルールに定められたとおりレー

スはノーレースとなった。

5月8日第5レース（フリー|、

レースカ誹冬戦）は南から南東の13～

20ノッ|､の風が吹く｢'1開催された。

前日までの3レース(7Hの第

4レースは微風のためノーレースと

なり，成績の対象にならない）の累

計ポイントの1位は“ニュージーラ

ンド"，以下“イル・モロー15'',

“イル・モローl","スターズ＆ス

|､ライフ。ス"，“アメリカ・キューブ

－9"，“ヴィル・ドゥ・パリ"，“二

P，
■

‐スをリタイアすることになった。

“ニッポン”はその後すぐベースキ

ャンプ。に戻り,JI1速スペアマストの

取付作業にとりかかった。

第2レースは5月5日12時30分

にスタートした。前1Iよりもやや風

力落ち，北西の8ノットの風が吹〈

巾，“ニッポン”は真ん中あたりか

らスタート。

結果，1位は“ニュージーラン

ド"’2位に“イル・モロー15"，以

下，3位“イルモローl",4位

“スターズ＆ストライプ°ス"’5位

“ヴィラ・ドゥ・パリ"’6位“ア

メリカ・キューブ－9"’7位“キ

ント・センテナリオ"’8位“ニッ
下マークを回航する“ニッポン”
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ツポン，，，“アメリカ・キューブー

2"，“キント・センテナリオ"・上

位4艇が10日のセミ・フアイナルに

進出できるとあって激しいレースが

予想されたが，スタート時，南南西

から18ﾉｯﾄて吹いていた風がフイ

ニッシュ時には南東からの13ノット

の風に変わるという変化に富んだコ

ンディションの中，見応えのある接

近戦が展開された。とくに最終レグ

での“ニュージーランド"，“ニッポ

ン"，“スターズ＆ストライプ。ス”の

競り合いは,IACC艇の醍醐味を

十分に祠喫させてくれる尋青らしい

走りだった。

結果，このレース“ニッポン”

は4位になり累計ポイントでは前H

の7位から5位に上がったものの，

'|1fし〈も4位以|ﾉ1に入らなかった。

が，デニス・コナーがレースが

彼の船にタ醤メージを引き起こすこと

を恐れて“スターズ＆ストライプ。ス'，

のインターナショナル・アメリカズ

カッフ世界選手権の準決勝進出の辞

フしてきたと振義を申し出た。海上

での審判艇はペナルティはないと判

決をくだした。

“ニッポン”は第3の上りのレクずで、

4分以上の遅れをとってしまった。

さらに第2マークの回航まて識に2：

58と離れ，第3マーク回航には7：

12の差がついてしまった。

ニュージーランド”は上りの第7
66

レクでスフ。レッグーのトラブルが生

じマストに人を上らせたが完全に直

せずNZ艇はスターポードタックを

いかせなかった。NZ艇はポート側

ユ
ー
川

二
手
“
歩
は
一

退を9Hに決めた。コナー

ージーランド”と準決勝の
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の第二スフ。レッタ、一からデッキまてﾞ

補強するラインをつけなければなら

なくなった。

第6マーク地点で､7：25の差を

つけられた‘‘ニッポン”は最終のタﾞ

ウンウィンドのレク窯に入った時点て、

はl:07と差を縮めた。しかし

“ニッポン”は最終レグで1分タイ

ムをロスしてしまい，“ニュージー

ランド”の前に敗退した。

5月11日行われた順位決定戦てﾞ

はイタリア艇の3艇のうち一番古い

“イル・モロー1”に‘崔ツポン"は

5:10の差で敗退した。ジョン・

ヘリアスに率いられた“イル･モロ
ニ1”は2：43：23て､､フィニッシ

ュした。“ニッポン”はスピンオ､－

カーがやぶれキールに巻きついてし

まいだいぶ差をつけられてしまった。

この結果，“ニッポン”は4位と
ナ凸キカ

ノJ,･っノーo

同日行われた決勝戦て識ポール・

カヤードは確実な走りをし，イタリ

ア艇“イル・モロー15"を率い，

ニュージーランド”に囮券して第
44

llulインターナショナル・アメリカ

ズカッフ。-l11界選手権を手にした。

4月1511に進水した“イル・モ

ロー15”はすべてのマークをリード

し“ニュージーランド”を1分7.9

秒の差をつけて勝った。‘‘イル・モ

ヘー15"は22.6マイル(36.4キ

ロッド・デイビスが率いる“ニ

ュージーランド”はスタート30秒前

の攻撃的な戦いの中て､､できるだけイ

タリア艇を圧倒させ押さえようとし

た。しかしNZ艇はその中で動きが

とれずにイタリア艇に先にスタート

を切られてしまった。

最初の上りのレク十て､､のダッキン

グ争いのすえ“イル・モロー15”は

第1マークで42秒の差をつけた。

NZ艇は第2レク響で16秒差を縮

めた。NZ艇は完壁なセールチェン

ジをダウンウィンドレグで行い差を

縮めていった。

“イル・モロー15”は“ニュージー

ランド”の風をうばい，第3レク響回

航時には50秒もの差をつけた。第3

レクゞ の終りまて､､にはリードを50秒の

差をつけ第4レグの終りまて､には

l:01の差をつけた。

“イル・モロー15"はIACCポー

トの第2世代艇て､ある。資金ぐりが

できる財団は1月から始まるｲﾘ賊，

又選手権保持戦となる戦いにli'lけて

新艇をまにあわせて作りNllすだろう。

最も｣T1.<てしかも大きな資金財団を

バックに持つ“イル・モロー”は4

つ目の船を建造II1て’5つ|_1も考えて

いる。
“

ニュージ､一ランド”もまた第二世

代の船である。4)j4IIに初めて進

水した。ニュージーランドも4杯目

を作る予定である。

そして，我らが日本チャレンジ

も，3艇目の建造を決定している。

ロ)，8レク舗のコースを2時間42分

44.3秒で走り終えた。風は12-15

ノツ|､，波はおだやかだった。

【総合成績】

；鐸儘

シンジケート名順位 艇名 セールNo 国名

イル･モロー15

ニュージーランド

イル･モロー’

二ツポン

スターズ＆ス|､ﾗｲﾌ゚ ｽ

アメリカ･キューブ

ヴィル･ドゥ･パリ

アメリカ･キューブ

キント･センテナリオ

１
２
３
４
５
６
７
８
９

I'1ハ-15

NZL-12

1TA-l

JPN-6

USA-ll

USA-9

FRA-8

USA-2

ESP-10

イルモロ･デ･ベオ､チア

ニュージーランドチャレンジ

イルモロ･デ･ベオ､チア

ニッポンチャレンジ

チームデニスコナー

アメリカキューブ

フランスアメリカ

アメリカキューブﾞ

エスノfニア

ｨjI・

ﾆｭージーﾗﾝト

イノト

ll

米

米

仏

米

スペイン

一番上／L･ニッポンチャレンジ』テンダーボート

上から2番目/セールをたたむC・ディクソン

真中／サンディエゴ・ベースキャンプ空撮

下から2番目／"イルモロー｜”との順位決定戦

一番下／世界選手権オープニング・セレモニー

ニッポンチャレンジアメ'ノカ杯'992委員会，撮影／論佃薫

’
写真提供

一_1F:二三三三二一~其＝軍
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I:創削 本レースは、サントピアヨットク

ラブの主催によるクラブレースであ

る。出場資格については比較的ゆる

やかで、正式のIOR艇でなくても
＝

参加できる。毎回、世界を相手に戦
埠

っている最新のIOR艇も含めて、

内海のトップレーサーのほとんどが

参加している。

本レース開侭也のサントピアマリ

ーナは､淡路島嘩あり素晴らしい環
境に恵まれたヨットハーバーであろへ

、
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5月3H(金）

第1･2レース（トライアングルコ

ース)09:30スタート

北西18～22ノット23～25ノット

大型艇(40フィート以上）が素晴

らしい走りを見せ以下の艇と明らか

な走りの差を見せつけた。風向の変

化に対応すべく、マーク打ち替えの

準備をしていたが、ミニトンと2ト

ンのスピード差はどうしようもなく

マークの打ち換えの指示が出せなか

った。

上マークまで2.3マイルのコース

で、トップ艇は約2時間で走りきっ

ぺが､最終艇がﾌｲﾆｯｼｭしたの
よ、その1時半後でタイムリミット

に近かった。

風速が端すほど、各艇のスピード

差が大きくなるようである。

すぐに第2レースの準備にかかっ

た、瓜はますます強くなってきてい

たが、風向きは第1レースとあまり

変化はなかった。風が強く、うねり

もあって本部船のアンカーの効きが

悪くエンジンでホバーリンク、しなが

ら、ラインをキープ。せざるを得なか

った。

1度のゼオ､ラルリコールの後、ス

タートしていったがこのレースは、

残念ながら下マークカ流れたためノ

ーレースとなってしまった。

勾冨各マークには連営艇がマーク回航
，‘良位を取るためにへばり付いていた

のだが、なぜか気づくのが遅かった

ために取り返しのつかないところま

で流れてしまっていた。下マークが

下に流れたためスピードの遅い小型

艇ほど不利を被ったようである。不

利を被った艇に対して救済を与える

方法を検討したが、全ての艇に公平

な救済を与えることは不可能という

ことて､､、懸命に頑張った選手たちに

申し訳ないが、ノーレースとせざる

をえなかった。

レース海面の水深は約40m、底質

は砂の様である。このあたりは、常

に潮の流れが速く、このときには2

～3ノットの南流れであった。こと

に北風が強く吹いており、スタート

後1時間程度はアンカーもしっかり

効いていたが走錨を始めてからはか

なりのスピードで動いてしまったよ

うである。

5月4日(土）

第3レース（国際新空港レース：シ

ョートインショア）スター|､07:00

北東5～10ノット→西5～Oノット

→南10～15ノット

早朝のスタートのため、回航マー

クになる運営艇（ヨット）は早朝暗

いうちに出港していった。

スタート時には、微風のアビーム

の風であった。昨日の風速との違い

からか4隻のリコール艇があり、1

隻はライン消滅直前のスタートであ

った。

いつもの事ではあるが、有力艇は

見事なスタートを切りスタート時よ

り、先ｲ『していたのはりつばである。

その後、各艇とも徐々にスピードを

上げた第lln1航マークに向かって行

った。

新空港沖マークまて嘩は、トップグ

ルーフ。にはコンスタン|､に風があっ

たようて､､マークll'1航後しばらくして

風が落ちてのスピンランとなった。

トップ･グループ･はこのスピンの風を

拾いながら、フィニッシュラインま

で来たが、2番手グループは、その

風に乗り切れず、西の微風・無風の

ゼノアの後、南からの風の吹き出し

を徐々に受けて次々とフィニッシュ

してきた。この南風は、10ノットを

越えるぐらい吹いて後続の中小型艇

を次々とフィニッシュさせて行った。

微風の中うまく風を拾ってきた

「スウインクコがフアーストホーム、

その直後に「ドンキー」が入り、修

正で､は「ドンキー」が優勝となった。

その30分後に「トーゴ」が入ってか

らは、1時間半もの間が開いて1ト

ン勢のフィニッシュ．それ以後徐々

に強さを増した南風を受けてフィニ

ッシユラインを横切って行った。

微風のため風にむらがあり、絶対

スピードのある大型艇が、うまく風

のあるところをなぞって走ってきた

のではないかと思われる。

後半の吹き出しを受けて、小型艇

の中にも上位に入るものがいた。

5月5H(日）

この日は、距離の長い三角コース

をlレースの予定であったが、第2

レースがノーレースとなったため、

トライアンク、ルコースて識2レースを

実施することとなった。

第2レース（再)08:00スタート

北々東8～13ノット

風は、右にシフト気床ではあった

が、走り易い風速海面であった。ス

タートは、上有利のラインであった

ため、上に集中した。

風上に行くときには、潮・風共に

沖が有利で、風下に行くときには岸

が有利であったため、このコースを

忠実に走った艇が、順位を上げてい

たようだも

第4レース棚瓜・超微風

第2レース終了後、直ちに次のレ

ースを実施するため下マークは、前

レースの終了前に運営艇がすでに打

ち替えをしておいたのて､その場所へ

と向かった。

風がかなり落ちて南東からさらに

南の方にシフト気味であった。スタ

ートラインを設定したが、レース艇

がなかなか集まってこない（別の場

所にかたまっていた)。

余裕を見てスタート時間を設定し

たが、それでもスタート時間にライ

ンにたどり着けない艇もいたようだ。

風がさらに落ち、南へのシフトもあ

ったのでゼオ､ラルリコールとした。

コース設定の都合上スタート位置を

移動し、2度目のスタートを試みる

カミリコール艇が多く2度目のゼネ

ラルリコールとなった。この時点で

新たなるスター|､を試みたが、復帰

しない艇も多く表彰式の都合上、残

念ながらキャンセルレースとせざる

をえなかった。本レースの会場運

営艇は、50フィートのモータークル

ーザー（海上本部）、40フィートの

モータークルーザー（上・サイドマ
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－ク打ち・マーク監榊、ヨット2

隻（マーク監捌で行った。ジュリ

ー・う｡レス・観覧艇は別。

陸上との連絡には2系統の無線・

電話・ファックス・上、デオカメラ等

の資材も利用するような体制を取っ

ていた。

このような足の早い設備の整った

大きな船を用いても海上運営はなか

なか難しい。今回、アンカーの効き

が悪かったためエンジンて鹸の定位置

保持もあった。ロラン（ビデオプロ

ッター）・無線・電話・ファックス

等にも混乱があった。

陸上の感覚て海上に出ては行けな

いと再F薩忍させられた。

今回もある程度予想はしていたが、

大型艇と小型艇とのスピードの違い

が、顕著に表れていたと思う。この

かたちて､は風の変化に対して、マー

クの打ち替えのチャンスも少なく運

営としては、公平なレースを組み立

てにくい。

また、トップ･から最後尾までの時

間差が大きすぎるため同一の気象条

件で競い合ったことはいいがたいよ

うな結果が出て来ることもある。

このことはレースのおもしろさで、

もあるが、できれば運で勝負が左右

されるような形は避けたいと思う。

1トン以上の艇はクラスを分けて

別スタートさせ、必要ならコースも

変えてレースをさせることを、検討

してみたい。

［第10回オレンジフエスティバルレ

ース］（ラリー方式スタート）

本年度は、新しい試みとしてハンデ

ィによって各艇のスタート時刻を変

えて、遅い艇よりスタートきせフィ

ニッシュを切った順で順位を決める

という形をとってみた。

以下にこの方式の特徴を列挙する。

＊遅い艇でもとりあえずスタート

直後しばらくは前を走れる

＊同じハンディーの艇が同時に出

るので走り比べができ競う合う楽し

さがある。

*lパイ抜けば順位が1位上がる

守
一

一
も
■
１

－

－

曇
1

』

・『
下からスタートを決める優勝艇スウイング

のて鹸わかりやすい

*|111時スタートする艇数が少ない

ためスタートの混乱が少ない

，＊レース参加各艇のフィニッシュ

時刻の差が小さい

＊スタート時間が1時間にもなる

ため、その間の風速・風向が均一に

ならないときに、参加者が不公平

感を持つ

＊フィニッシュ時に多くの;過穀

到するため、運営が一時期たいへん

て､､ある。

この方式の実現のため、各艇のハン

ディーを決めることから始めなけれ

ばならない。そして、それを元にク

ラス分けをしコース長さ・レース時

間・スタート時間差等を決めて行く

ことも必要である。なにぷんにも、

初めての事で､もあるのでTMF･T

CF方式等の比較検討もしたが、み

んなのよく使っているTCF方式を

元にしてみようということになった。

風速・風向も予測しづらいのでコー

スは単純な正三角形(1辺2M)と

し、適当な時間を見計らって1つの

マークで､フイニッシュとすることを

決めた。

スタート時刻は、各クラスの間li,W

は2分以上あけて、14クラスに分け、

51分後に最後の艇をスタートさせる

こととなった。そのために、クラス

識別旗(12色の旗）を用意し、各

艇に配布した。

艇長会議での説Iﾘlもｲllやかな雰囲

気で終わl)、参加者は概ねこの方式

に好意的であった。

微風のレースてあったためか、ス

タートにも混乱はなくレースは始ま

った。スタート時刻の1分前まで､エ

ンジン使用を認めた。l時期のスタ

ートが、10艇足らずであるため、リ

コール艇の把握は簡単である。50数

艇のなかで2秒IT1.<スタートした艇

がl艇だけいた。－

2時間半以上走らないとこのハン

ディーは意味がないのて微風・軽風

の中1周とlレグで､フィニッシュと

した。

理論上は、フィニッシュラインに

同時に全艇が殺到することになるが、

実際にはある程度ばらけており、通

常のファミリーレースよりは一時期

忙しいが、タイムを取る必要がない

ので楽に運営がで､きたようである。

レース後の参加者にも聞いてみた

が、好評であった。まだまだ改良す

べき事がたくさんあると思うがこの

方式のレースも各地で取り組んでみ

られてはいかがで､しようか。

レース副委員長柏元孝博
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第17回オレンジカップレース総合成績
順位 艇極艇名 RT.C.F.第1レース第2レース鰯3レース合I;|
lSWING FARR-4434.290．8456154.()0550.00279.00183.750

2TOGOX TAKA-4435.280．8540253.00352.00378.00183.0()0

IDONKY-V FARR-4333，550.83921144.00154.00181.35179．625

ICALINO-8 FARR-4030.540.8126352．00748．00476.60176.5()0

5SIESTA YOKO-4031.040.8171550.00451.00575.00176.000

6WILL-J FARR-4030.590.8131649.00253.00673.00175.500

7CHACHA FARR-4030.490.8122748.00649.001067.60164.500

8CAPTAINSANTA FARR-3021.800.72691441.00946.00969.0()156.000

9HAKUGEI-III IKE-34 24.760.75761342．001144.()01363．00149.000

lOPENELOPE-III DABIT-3424.570.75571243.()01045.001658.60146.500

llSAUSALITO Y-31S 23．400.74372035.001243.001560.0()138.000

l2WONDERBOY TAKA-l/816.640.66792926.001639.00870.60135.500

13SEABLUES Y-31S 23.400.74372332.001342．001757.0()131．000

~.|:WNAUT
TAKA-2619.()50.69652233.002233.001461.60127.5()0

BENEUR36 ワQ
合』 300.8013946.00 2827.()02249.00122.5()0

16SPICA-、 FARR-4030.610.8133451.00847.003924.0()122．000

l7WIZARD-W HITEC1/222.270.73193322.001441.()01954.00117.0()0

18TACK X-412 3().700.8141PMS1．001540.()0772．00113.()()(）

l9FIDELIA TAKA-3022.02().72934312.002134.()()1264.0()11().5()()

20MIXMAX TAKA-3625.79().76782629.()01837.002643.0()1()9.5()0

21HEART YOK-3()SR23.070.74032530.002728.()02151.0()1()9.()()0

22KORYU-X YOKO-31N22.500．73432134.002926.()02348．0(）1()8.()()0

23T()UMEI TAKA-3223．11().74072728.()03124.()01855.0()1()7.5()0

24POISSONROUGETAKA-1/816.600.6674"469.002629.()01166.001()4.()()0

25EMI YOKO-33R25.130.76133223.001738.()02742.0()103.()()()

26AGNES Y-30SII22.75().73703124.()02431.()()2446.0()lO1．500

27SUMMERGIRLYR-301122.880.73834510.001936.()02052.0098.5()O

28KORYU-m YOKO-3022．100．73013025.003421.()02545．0091．0()(）

29SOMETHING Y-30SII22.75().73701936.()04510.()02840.6086.5()0

30SACHIIII YR-341125.340.76341738.003619.003727.()084.()()0

)IPALMAX-III YOKO-4636.830.86691045.002530.()OPMS7.6082.5()0

}2BLUEWAVE TAKI-3425.()00.76001639.004312.003628.0079.5()()

33ENYA X-99 28．00（).78922827．003718.()03431．6076．5()0

34COWBELL

一､35SCARECROW
YR-30

YOKO-32

DNF7.00

2939.()0

４
５
５
７
３
３
７
７
０
０
０
０
６
８
合
■

２
２
２
２

０
０
０
０
７
１

３
．
２

８
４
１
３

０
０
０
０
■
①

犯
陥
３
９
２
３

０
０
０
０
５
０
６
６
７
７

)61ZUMO Y-30SII22.750.73702431.002035.00PMS7.6073.5()0

37RYUSEI YOKO-3122.180.73103718.003223.003530.0071.0()()

38TRYANGLE HITEC3425．080．76081540.003322.()OPMS7．6069．5()0

)9SOUTHERNBREEZE-IIDUBO3021.500.72373916.004213.003037.6066.5()0

IOTWOTON FARR92022.600.73544015.003817.()03333.0065.000

22．300．73223619．00469.()03234．0062．500llVENTVERT YOKO-31

12FAIRY-3 SWING3124.360．75364213．004411.()03136.0060.000

431'MSORRY-5 FARR-4030.610.8133847.00DNC1.00DNC1．6049．5()0

l4FUUTAROU Y-2311 17.500.67834114.003025.00RET7.6046．500

45CROW TAKA-2619.020.69613817.003520.00DNF7.6044．500

16DECISION3 DEHEL36db26､000.7699RETl.004015.003825.6041．5()0

47SUPERCHALLENGERWHITE9.8m28.000.7892478.00478.004022.6038.500

48CHUN J-24 21.000．71834411.00505.OORET7.6023.500

49CHIBIZULU ZULU-1/816.650.6680RETl.004114.00RET7．0022.50(）

50FORUM YR-30C22.600.73543520.00DNC1.00DNCl.6022．50(）

51ELEPHANT-II PMS7.60Y-30SII22．750.7370487.00487.00PMS7.6021．500

520NDINE Y-30SII22．750.7370496.00523.00RET7.6016.500

53AEPAZ X-102 25.()(）（).76()0505．00496．00DNC1.6012．500

54CHICOSNCHARLYY-30SII22．750．7370RET1.00514．00DNC1.606．500
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ミドルボートは八ダカの付き合いだ

沼津カレント・ネラ高尾和秀

実に楽しいシリーズレースであった。｜司じ位のサイ

ズの艇がたくさん集まるとおもしろい。レース中どこで

もミーティンク、しやすく，エキサイトしやすい。IOR

クラス,CRクラスさらにはう。ロクラス・アマチュアク

ラスそしてムキになる艇、のんびり楽しむ艇とそれぞれ

の実力に応じて楽しめる訳だ。

第IRスタート後しばら〈までは総合優勝をねらい、

第2Rまでは総合3位を目標にし，第3Rで6位入賞、

第4でベストアマ，第5ではクルーと艇の安全を祈って

いました。1レース捨てレースがあるのでミスレースは

切り捨て，最後まて，上位を目標にできるが，シリーズが

終わってみれば，捨てレースがあるのは自分だけて､､なか

った事が分かるのです。

シリーズにオフショア・レースがないのはともかく

気楽だが、体には非常に良くない。気楽すぎてついつい

酒を飲みすぎ、皆プッツン男になってしまうのて課す。同

じ民宿に泊った艇の方々，押さえ込み裸にしたり，プロ

から引っぱり出したり，パンツをはかせたりして，ゴメ

ンナサイ。「レースは金がかかる」と言うが「ミドルポ

ートは飲み代がかかる」とか「ミドルポー|､はハダカの

付き合いがて鹸きる」などという合言葉がて､､きてしまいそ

うて鹸ある。

季節も良いし，日程もよかった。我ら遠来賞,受賞艇

には回航日程にも余裕あり、西伊豆の港をめぐり母港に

もどる頃にはレースから帰ったのかクルージンク令から帰

ったのか解らなくなる程でした。シーポニアフ。－ルサイ

ドて譲の表彰式は全艇豪華な賞品がもらえるし，食事も飲

み物も豊富だったし，同じサイズの艇ばかりだから話し

も盛り上がりやすい。こんな楽しいシリーズ．レースな

ら来年も是非参加させていただきたい。それで､は諸君，

又来年「ミドルボートでハダカの付き合いを／」

カンペキ／カンゲキ／シリーズだ／

木更津SARA渡辺俊一

クラブレーサーの私達がミドルポート選手権CRク

ラスに参加して2年目、昨年は初めての遠征て､､もあり不

安で､したが，運営が良かったので今回は安,L､して木更津

港を後にする事がて、きました。

12
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このレースは，路～％トンだけの距高僻勺8Mの戦い

ですから，常に集団の中に自艇があり，フレッシュウイ

ンドを取り合ったり，マーク回航時などはミスると簡単

においていかれ，確実に順位をさげてしまうのて鹸非常に

エキサイティングでいかに緊損惑を持続させるかがポイ

ントと考えます。

このシリーズ，第1レースて､､は風待ち3時間、第2

レースで､は，初めて落水者と救助場面をみたり，第3ヘ

ースて､鶴は終盤になって一気に風が落ち、セールチェンシ

数回と大忙しのレースになり，第4レースで､は結構頑張

ってフィニッシュしたと思えばハードワンミニッツルー

ルにひっかかっていてDSQ,最終レースで､は昨日の雪

辱とばかり上一番を狙いすぎてあえなく追い出されてス

タートのやり直し．そして今年もいただいた遠来賞と沢

111のレース秘話を作ることが出来た大変に楽しいシリー

ズて､､した。

また，レース連営の手際のよさ、楽しいパーティ

（遠来艇はご招待)，表彰式には豪華なパーティと沢ll」

のイベントがあり、夜は三崎港て穣まぐろのカマや兜（今

|川lは予算上パス）て酒を飲み葱がらの反省会が単なる飲

み会へと(SARAのワンパターン）いう楽しみもあり

ました。

私どもの様な他海域からレースに参加する時に常に

気にするのは泊地の問題です。この点からも，このよう

な素晴らしい企画から泊地の世話までしていただいたヘ

ドルポートオーナーズクラブ，事務局の方々 ありがとう‐

ございました。来年もまた，参加したいと思います。と

同時に多数の参加を期待しています。

最後に、ぺうがトラブった時，泊地まで曳航して頂

いた“ダンスオブマジック”の皆様に紙面をお借りして

お礼申し上げます。
Iロ剛‘患

当クラブ名誉会長平松栄一氏
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今年て’5回目を迎える『東京ポート天国1991』は昨年

にリ|き続き、関東NORC來戚フリートと東京都ヨット

連盟のiﾐ催によって開催される連びとなりました。

ちしています。詳細は下記の通りです‘

［記］

へ

也城

艇分確保して頂けましたのて､､、近隣からのご参加をお侍*"III]い合わせは上記事務局まて、

国際VHF海岸局新設のお知らせ OFFSHORENEWS

SONY(GPS)

IPS-BBO(PYXIS)

会員限定特別販売

本年4月より大阪湾淡輪マリーナに国際VHFの海岸

)"iがNORCによって設置されました。

74chを使用しておりますので、3M丁の名艇は71chのみで

すから74chの増設変更の手続きをすることにより、74ch

＝国も使川出来るようになります。

この変更は手続きのみで検査は不要で､~す。

簡単には近くの工事店に変更の手続きをお願いするの

力1更利です。

今後大阪地区のレースには74chを使用し、関東、博多

地区で､のレースには71chが使用されることになりますの

て､､、これら各地に回航する場合や各地のレースに参加さ

れる艇は両方のchを持つ事をお進めします。これから

不要の艇につきましては特に変更の手続きは必要ありま

せん。

NORCに船ける国際VHF運用chについて

艇←→艇71ch又は74ch、その他のch

三崎局←→艇71ch

博多局←→艇71ch

淡輪局←→艇74ch

オフショア誌では会員の方々にSONYより販売されま

したGPS(定価158,000円)を100台に限り会員の方々 だ

けに特別価格にて販売いたします。販売価格等につきま

してはNORC本部事務局小lll迄お|Ⅲい合わせ下さい

なお7)]121]に行われる鳥羽レース説明会会場で展示即
売会をする予定です。

IPS-360の主な什様

受ｲi州波数1575.42MHz、C/Aコード

感度l-130dbm

受儒方式4チャンオ､ル（パラレル）

測位更新時間3秒毎

電源単3アルカリ電池×4本(DC6V)

外部電源(12/24V)

外形､l法本体：100×175×39m/m

電馳約5909(乾電池含む）
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特別座談会

｢オフシヨアレースに将来はあるのか」

日時：1991年5月14H(m)18:30～22:30

場所NORC会議室

出席者清水栄太郎（専務理事）

（敬称略）宮坂敬三（帆走委員長）

二村昭治(NACHIオーナ-)

砂田信一（光オーナー）

近藤禎之（八丈オーナー）

服部一良（光ナビケーター）

渡辺康夫（衣笠スキッパー）

近藤文雄(NACHIスキッパー）

朝河清(offShore綿集良）

関恭一郎(offShore緬雌典）

可

,l
．■・
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今年のグアムレースで豪快に走る“摩利支天

数年前迄はNORC本部レースの主役でもあった沖縄

一東京レースは昨年NACH|が沖縄まで回航しながら

参加艇1艇のみのため、成立しなかった。今年もNAC

HIは小笠原レースにエントlノーしながら、他にエント

リーか無いため、またしてもレースは行なわれなかった。

来年は沖縄復帰20周年に当たり、何とかこの憂うべく

事態を解消して、沖縄一東京レースを成功させる為、

offshore誌では今後1年間キャンペーンをはる事になり

ました。ついてはあれだけ盛んだった沖縄レース、小笠

原レースになぜ参加艇がいなくなってしまったのか、幾

多の出場経験を持つ各位に集まっていただき、今後の活

I幽上に向け、座談会を催す事になりました。

朝河：今日は皆様多忙中のところ、征I喋まりいただきあ

りがとうございます。このキャンペーンをはるに

当たり、過去にロングレースfl'!られたオーナー100

人にアンケートを御l躯ぃしたところ、来年の沖純

一東京レースには4人の方がIIⅡ場したい。又15人

の方が考慮中であるとの事て､した。今llは、I昨年、

今年の不成立をふまえ、来年の沖縄レースにli'lけ

てオフショアレースの醍醐味を語っていただきた

いと思います。司会は帆走委員全て､､もあり、腫年

FUJIIIIのスキッパーとして沖縄、小笠原レー

スを経験してこられた宮坂氏にお|願いしたいと,W、

います。

宮坂：この企画は仲々良いものだと思う。現在本部レー

スはロングディスタンス、湾岸レース、シリーズ

レース等があり、それなりの存在価値のあるもの

ばかりて､､す。

l昨年の沖縄レースから話を始めますと、最終的に

はNACHIを始め4～5艇の参加表明があった

が、少ないからとか、各艇のそれぞれの理由から

参加を取りやめた。

推木レース委員長と共に沖縄まて､､行き、相談の

結果l艇て､､はレースは成立しないという事てこ村

オーナーは涙を飲んてゞもらった今年の小笠原レー

スも､'1初IOR5艇、IMS2艇計7艇の参加表

Iﾘlがあった。しかし正式エントリーがあったのは

NACHIだけであった。これには泊地等の問題

もあったかと思います。

1972年にll'IIが行われてから米年は10111目のオー

繩レースになり、復帰20周年にも当たっている。

先l1所川て､沖縄に行った際に城間支部長ほか7名

のﾉﾉと会い、又沖糺瞬光開発公社の方にも協力要

諭も行ってきました。

現在レースを作る方と参加する方力群れている

と感じており、これを何とかしたいと考えている。

青水専務理事と司会の宮坂帆走委員長

j-
‐、皆も－
．舌・■員→

司令

一 二三 ー一■
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砂田：沖縄レースに参加する'三I的で、来年3月に艇を持

って行っても大丈夫か。

’1ﾉ測叉：昨年現地て曝反省会を|州いた際に1つの案として東

京一沖縄レースはどうかという話が,111!た。その場

合脇スタートとなる。又座野湾マリーナはすて､に

受入体整完壁で､全てポンツーン付けが可能となっ

た。沖縄からは4艇参加したいと言っていた。

二村：昨年の沖縄今年の小笠原で何が障壁になったの

か解明しないと来年の沖縄レースも到底計画は立

てられない。

沖縄のヨットイ'|]間に聞いたところ無線もその原

｜月の1つだと感じた。長距離レースは艇そのもの

から始まり、色々な準備に1年かかる。直前にな

ってレースは行われないのて、はオーナーとして、

ヘー生懸命やってきたクルーに何も言い訳が出来な

い。

NORC本部としてこれから沖縄レースを続け

る気があるのかlilきたい。これではクルーもやる

気を無くしてしまう。

又新聞、雑誌関係て、もっと取り上げてもらえる

様本部は手を打っているのか聞きたい。

砂lll:グァムレースにl1'1場した後、小笠原へ持ってｲ1･つ

たが、レース開始まて､二見港に停油しておけるな

ら私はレースにll'!た。繩H1も同じはずて､､す≦4J地

で1人最後まて､残るなら停めてもよいが、そうで

ないなら許可出来ないと言われた。当艇はケガ人

がIIIIIたのて、しばらく停油させて欲しいと要諦した。

やっとの事で2011間の期限付、了解を得られたが

都民として税金を払っている者にとって、はなは

だ納得出来ない半て､、帰って来て仲間に実情を報

告しないわけにはいかなかった。

一二村:NORC本部は小笠1%〔に対しどんな手を打ったの
か

’高坂：確かに島民感情は一部に排他的なところがある。

特に今年は怨弩関係肴との意識のズレが生じてし

まった。最低て､も5艇の参加が見込めたので最後

近藤氏(左)と二村氏(右）
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砂田氏(左)と服部氏(右）

まで成立すると思っていた。

しかし結果的に砂田さんの才討商する様な事実も

あって不成立となり二村オーナーにはその旨通知

せざるを得なくなった。

ヨットレースの原点はクラブとクラブあるいは

あるクラブによる運営が基本なので、ヨットクラ

ブが無いならともかく、役所を通じて行政とだけ

コンタクl､を取るという方法をあえてとらなかっ

た。

二村：根本的に解決しないと93年の小笠原レースはとて

も開催出米ない様に思える。

宮坂：小驍原に関しては渚島の振興というﾉjfl･も鈴木知

事は持っているはずです。沖縄と小雛1%〔て､､は、ず

と違う状況がある。沖縄では基本的にはウエルカ

ムである。

二村：無線の問題はハードルになっていないのか

朝河：ク、アムレースは|卦|"VHFでよかった。このレー

スはNORCのメインレースの扱いを受けていな

いためこれて､許されているのだろう。｜|本海レー

スの時はキー川があって、そこでVHFで受けて

交信していた

宮坂:NORCは郵政から電波を割り当ててもらってい

るので、アマチュア無線をロールコールに使用す

る事はできない。

とりあえず沖縄レースに関しては10)lに仮エント

リーを考えているせめて半年前に参加艇の動向を

知りたいと』'lj，うのだがどうだろう。

服部：今まで聞いていて二村氏の声がNORCの上層部

に届かなかったら協会の将来は無いときえ感じる。

前2mlの不成立の原因を解明出来なかったら、

仮エントリーをしたところで同じ結果になるので、

はないか。

あの第1IIIIの島民全員が見送りに来た状況が、

なぜ今年の様な状況にまで変化してしまったのか

十分考える必要がある

※以下次号に続く

画
…肉､

~可
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OFFSHOREBRIEFS
Abstractsofselectedarticlesfromthelast-monthissuetranslatedforinternationalreaders

Volumel92(May,1991)

JapanMiddleBoatChampionship'91

(pages4to7)

YamahaOsakaCup

Double-HandedRace

(pagel2)

Melbourne-Osaka

Thetotalofsomel800crewmemberson

58boatspartookin5inshoreracesduringthe

"GoldenWeek''holidaysinSagamiBay.Both

amateursailorsandthoseworkforsailmakersor

otherboatindustriescompetedundervarietVof
-

windconditions．Theraceconferencewas

establishedbyl8members3yearsago.

Winners:IORclassSy妙""s,CRclassCa〆am
Cαγ坊e･

Bestamateuraward:IORclass〃α〃7277ze,CR

classM"j"z(z.

TheboatsstartedoffthePortPhillipBay

onMarch24arecrossingthegoal.Ⅳα厳γi-Dcz-

iocaughtLzJchyq7zdZ,""astheycrossedthe

equatorandfinishedfirstApril21,19:12'10''JST

byawidemargin.Theboatwonthesuccessive

championship.

三里

MemoriesofYukohTada

(pages20and21)

KentaroShirasakiportraVslateYukoh

Tada,Japan'sdistinguishedsailor:Although

Yukohleftbrilliantwakeintheoceanraces,he

didnotseemseriousinwinning・Knowingthat

anyratingsystem,especiallyinoceanraces,

cannotbeperfectlyeven,hebelievedhisglorious

victoryinclassllofthe2ndBOCas"afluke".

ThelifeoftheTokvotaxidriverwassocolorful.

HelovedtoplayjazzandJapanesesongswitha

saxophoneandtopaintabstractart.Moreover,

heplayedelectronicpianoandopenedhis

cockpitgallerywhenvisitedforeignharbors.

Hisdeepunderstandingontheart,literature

andmusicwasthepartofhislifetogetherwith

sailing.HemighthavetakenRyokan,18th

centuryZenpriestfromthesameprovincefor,
、■ 剤T

hlsrnodel．

One-toncup:Araceoperatedbyboat
owners

(pages8toll)

One-tonclasslORboatownersgatheredto

arrangeandcarryontheirownraces.All6

boatsareJapan'sleadingracers.Ownersand

crewsofAreCanBay,whodidnotcompete,

actedasracecommitteeorskipperedgallery

boats.Theracewasheatedinthelightair.

Theownersareinhighspiritstorevitalizethe

IORclass.

OverallresultS:1.B"eﾉVOte(7)2M"e"oz"(8)

3.Bojﾉ(9)

4.S9族αi/Z@z(11)5.P7o少αgα""(17)6.A77z"oγα
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「プレ・ニッポンカップ

イン浜名湖｣参加者募集
11月21I(rt),31-I(I-I)葉山マリーナ沖にて開催さ

れる『ニッポンカッフcl991』国内予選大会への出場権を

賭けた大会て､､す。出場椎を有した上位6チームは倒内予

選大会にて，本戦のII本代表lチームの座を争います。

そこで選抜された日本代表チームは,11月7日（木）～

11月10[1(H)葉山マリーナ沖にて開催される『ニッポ

ンカッフ。1991』本戦に海外招待6チーム，ホストクラブ

代表1チームと共に,,11'!場する権利を得ます。

開催場所：静岡県湖西市ヤマハマリーナ浜名湖

開催期間:1991年9月21H(土）～22H(H)

一､競技艇:YAMAHA-2311合計10艇

競技方法：

1日目抽選により予め組み合わされたブロック別フ

リートレースを行い各ブロックの上位3チー

ム，計12チームを選抜する。

2ntl12チームによる|､一ナメン|､ﾉ式マッチレー

ス（その組合せは抽選による）を実施し，6

チームを選抜する。

※|玉|内予選代表選抜大会のベスト6チームが，

葉山での肱|内-f選大会,1111場権を有する。

競技コース：約3／4海児離れた風上マーク／風下マー

クのコースを2往復して勝敗を決める。

参加資格：ニッポンカッフ。1991国内予選代表選抜大会実

行委員会が参加申し込みを受理したチーム。

申込方法:FAXにて先着40チームまで受付も

及び条件次の事項を記城してFAXにて送ること。

※チーム名／禰動水城／代表者氏名／侮りf/

へTEL&FAX(自宅及び勤務先）

（申込みしたチームには，電話で事務局よ

り代表者にI侭&をいれる。申込日の翌々日

に参加の『1否をFAXにて連絡する。受理

したチームには，4日以内に正式エントリ

ーフォームを実行委員会より送付する。各

チームより返送されたエントリーフォーム

記載内容が適正と判断されたチームが，正

式な参加資格を得る｡）

申込期間:1991年8月1211(月）～8月24H(土）迄

（注：8月12日以前の申込は，受理しない｡）

申込先：〒104束京都'l'央区築地1－4－8ホワイ

トヒ守ル501三洋証券・ニッポンカッフ。国際ヨツトマツ

チレース事務局

(FAX)03-5565-4740

チーム構成:1チーム4名（スキッパー1名とクルー

3名とする。価しエントリーは6名迄III)

参加料:1チーム¥40,000-

間合せ：詳細については参加申し込み先へ郵送又はFA

Xにてお問い合わせ下さい。

小型船安全協会への協力について

NORC専務理事清水栄太郎

海上保安庁警術救難部長から，別紙保警安第46号

(3.5.10付）のとおり依頼がありましたので､，各支

部各会員におかれては，小型船安全協会設立の趣旨及び

業務内容を理解され，関係する各小型船安全協会の活動

に対して一層の協ﾉJをはかられるようお願いいたします。

保警安第46号

平成3年51110H

（社）日本外洋11ﾘ陸協会

会長石原慎太郎殿

海上保安庁警備救難部長茅根滋男

小型船安全協会の育成指導について(依頼）
海洋レジャーの進展下，モーターボート，ヨット，

その他のプレジャーポート等の航行の安全を確保する

ためには，運航荷の安全意識の高揚・運航マナーの向

’三と|'|主的な安全柄勧の推進を図ることが必要不可欠

て､あります。

海上保安庁におきましては，このような!湛識の

-卜；う。レジャーポート等のユーザー，ディーラー及び

メーカー並びにマリーナ関係打の方々のご協力を得ま

して，昭和49年5j1に民間有志の方を対象とする海上

安全指導員制度を発足させて以来，小型船舶の運航者

の日ii的な安全涌動の充実とその活動の母体となる小

型船安全協会の没)7促進に努めてまいりました。

これらの小型船安全協会は，う。レジャーポート等

小剛船舶の海難の未然防止，連航マナーの向l等によ

り，安全で秩序ある海洋性レクリエーションの普及，

発展を|叉Iるため，海上安全指導貝を中核とした海上安

全パトロール，安全運航に必要なパンフレッ|､の作

成・配付，安全講習会の開催をはじめ，各種の安全活

動を実施しております。

この度，これらの小型船安全協会におけるより充

実した安全活動の腱開を期し，（社）中部小型船安全

協会，（社）関西小型船安全協会，（社）関東小型船安

全協会，（社）瀬戸内海小型船安全協会に引き続きま

して，第七管区海'二保安本部管内の海域を活動区域と

する社団法人として，九州北部小型船安全協会が平成

3年3月30Hに発足致しました。

つきましては，今後ともこれから5団体をはじめ

各地区の小型船交全協会に対し，一層のご支援ご指

導をいただきますよう宜しくお願い申し上げます。
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NORC保険デスクより
中途加入手続について

ヨットシーズンとなり中途加入

のお問合せが多くなっています。

パンフレットて､ご案内している

|ﾉ1容は1年契約を主体としています

ので，僻食瀧俵も年間僻灸料となっ

ています。

当デスクて､､はご依頼をいただけ

れば見積書を作成し，ご検討いただ

く資料としておﾙﾙけいたしておりま

すのでお気軽にご請求ください。

なお急ぎで概算保険料て、も確認し

たい場合には，次の要領でちょっと

した計算にチャレンジしてください。

計算の基本は,III込予定Ⅱから

僻灸終期（92年3)11H)まて､､の未

維過月数に対して11割保険料を算ll'!

することになります。

例えば,91年7)l1|]の中途力1l入

の場介は，未維過)l数=8/11と

なり8ケ月分の保険料をお支払いい

ただくことによって'|!途加人がI11能

となります。

具体的な局|･算ﾉﾉ法をご紹介しま

すのて､，年間保険料衣と照会しなが

ら拭算してみて'､-さい。

〈条件A>

期間：’91．7．10～'92.3.1(8ケ

月間）

プラン：レーサー．風ﾉk害全担保

艇明細：全長9m

保険金額：船体保険金額800"III

マスト保険金額200万,リ

賠責保険金額，億円

捜救費用解金金額400万円

搭傷保険1事故10名

医療1剥章有1名1000"iリ

医療f剥潭無1名4000ﾉji'l

搭傷合計1名5000万|]I

船体保険料24,300円/100万円×

8×%=129,600円①

マスト保険料27,000円/100万円

×2×%=36,000円②

賠責保険金料

9,900円×%=6,600円③

捜救費用保険料

7,220円×%=4,810円④

搭傷医療保障有保険料

17,400PI×%=11｡600円⑤

搭傷医療保障無保険料

55,6001リ×%=37,0701'D

中途加入合計保険料

＝①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥

=225,68()111

また’､記条件Aのうち,|'l艇の

船体1剥炎（州M本・マスト）を除いた

場合の算出ﾉよは次のとおりて議す。

船体保険無賠責保険料

11,0001'l×”=7,330円③

船体保険無中途加入合計保険料

＝③＋④＋⑤+O=60,810111

以上の計算ﾉﾉ法で，ご希望条ｲﾉ|：

について計算することがて．きますの

でお試しください。

なお各保険料は101-ﾘ単位に|几|拾h

入で算出しますので､ご注意ください。

ご不明な点はお問合せl､､さい。

団体窓IJNORC保険デスク
東京郁千代111区神H1錦町1－9天理ピル

東南興産株式会社蝋京営業所内

拙当：存光庄子，長尾光
TEL2()120.-02441(）FAX:{)3-3291-2289

NORC配定f」

名称.公“’
t理店一覧

〒依所

1991.2.1現ｲf

TEL･FAX

T：03-3586-6297

F:O3-3584-6203

T：O45-212-0309

F：045-212-031,

㈱石川保険

事務所

石川判.

107県凉都港区

赤坂3－1－2

AIU赤坂ビル

231横浜鮒中区
南仲通4-49-2

幅久ビル4F

㈲オフ.ｲス

・マリこ

二階堂隆

{98奇梅市新町
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…

0542-81-3928
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㈱ファミリー

旅ｲj･社
寺旧順

516…01三.亜県

度全部南勢町
船越3113

知久

保険事務所
揃I久良広

730悠島市中属

↑;'『.{r兇町2-9-193

卿片llj

保険蛎務所
片山彰造

71I倉敷市児島

稗崎町67

エージェンシー

サﾜ辱

羅畑順一

52{）メ<津市比叡平

1-14-8

I

信関係頒布物品価格改訂について通 NORC通信委員会

NORC地ｲ‘表ji企て．.は卜．I氾物Ih',の城ｲljを1『ってまいりましたが、‘滑般の

･恥‘iにより価格の改‘;1.をさせていただきます。

|､,'’1、お''1込、おlHlい合わせは本部1端)")まで．お|軸い故しま十。

付属消耗品

イーパブをお持ちの艇のオーナーの方へ.ノ

イーパブ(RLB-12/RLB-20)の（･ソテリーのｲj効期限は人丈ﾉくて・しよう

か？’淵べていただき、Ujれていたじ>斬い物と収I)拝えが必要です。

※雛線装慨取')1,1-けく二ついてのおl川い合ｵ)せも本部↑fff),,)まで､どうぞ。

1991年611111改I;l

MR1()()lIllバッテリー

イーパブ（RLB－20剛)バッラーリー

5，0()(）

12,()()0

通信頒布物品名

VHF－FM船I｢I熈線装置MR2()()1('古|定刷）8(),()()0

VHF帯川アンテナ

VHF－FM船舶無線装置MRlOOl(携帯型）

’75‘O“1－パブ(RLB－20型）

価格

12，()00

78，0()0
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⑧何か目的を持ちながら､その実現に苦労している人

G何を目標にしたらよいか､よく分からない人

心何も目標がない人

C)自分に自信が持てない人

ダイヤモンド社〒100-60東京都千代田区霞が関1-4-2念03(3504)6515振替東京9-25976･定価は税込みで説
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1991初島レース結果
|OR/JORクラス
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勝利の女神は
写真/NORC関東支部広報

"シルフィードⅢ"(IOR)

"クリプトン"(IMS)に微笑んだ

BMWTOKYOCUP関東外洋ヨット選手権シリーズ

冠スポンサーとしてBMW東京

株式会社の後援を受け、「BMW

CUP関東外洋ヨット選手櫓とな

って今年て㈱3年目の今回のレースは、

従来の順位計算方式て､あった「T.

C.F」方式から、レースコース距

離による「TimeOnDistance」

方式を採用（オリンピックコースレ

ースのみ）したシリーズレースとな

った。また連営組織もジャパンカッ

プや、ホⅡ衡弩内のレースで活躍して

いる”｜､ライアングル"”丸十丸”

の向社に加え､”セーリングシステ

ム社，，の尾田氏の協ﾉJを得、円滑な

運営を行うことができた。

第1レース(5/11)平均風速

10Kt、瓜li'1180o、上マークま

で1.5M、通常のオリンピックコ

ースよりlレグ多いコースで行った。

スタート時、大型艇（クラスI～

II)10艇のうち5艇がリコール。解

消しないまま上マークへ向う。

("SERENDIPITY''はリコール

を解消）。

第1上マークを”海太朗"､"C

ALFORNIADREAMER"が回

航、以下最後艇まで10分以内の差で、

回って行く。その中て､､、IMSクラ

スの3艇が10分遅れのスタートなの

に、IORのクラス同一とほぼ同じ

順位で第1上マークを回航していく。

風速、風向が安定しているなか、

各艇の間でデッドヒートを繰返しな

がら、トップ･の"CALFORNIA

DREAMER"が12:50:22にフイニ

ッシュ。約1分30秒に2位の”海太

朗''"BOY''、IMS艇の"CON

TESSA"と続き、最後艇のフィニ

ツシュホーンがl:29:01に鳴りレ

ースが終了した。

第2レース(5/18)。風速がい

まひとつ物足りなく、また風向にい

たっては、10度刻みで振れ回るが、

マーク変更も考えて第1レースと同

様のコースを選択し、距離も長めの

1.8M，200．とした。

定時11:0010R艇スター

ト。''BLUENOTE''は艇体破姐

のため、第3レース以降''DNC''･

熱海伊來ﾌﾘｰﾄﾁｰﾑは予備

艇"MATENROW''を繰上げた。

また、”再見”は、マストトラブ

ルにて同じ<'DNC''｡'UMIBOUZU''

はスター|､にまにあわず''DNC''と

16艇のスタートとなった。この

時、"FICKLE''のクルーの数が他

艇に比べて多そうだということで乗

員登録害の数と照念やはり登録人

員数より多いということで、帰着後

再度''FICKLE''のクルーより確認

し"DSQ''とした。

レースは､スタート時'CALFORNIA

DREAMER''がリコール。他オ

ールフェアーで､上マークへ向

う。"CALFORNIADREAMER"

はリコールを解i肖し他挺を追う。

IMSクラスは、10分遅れのスタ

ート。3艇なので混乱はないようだ。

第1上マークは、スタート時のリ

コール解消の遅れを取戻L"CAL-

FORNIADREAMER''がトップ。

回航。つづいて”海太朗，、2ton

勢を追抜き"BOY''が続く。またlton

以下では､'CHARCHAN':''SE

RENDIPITY''が滑りの良さを示

していた。

スタート後40分、風が左へ大きく

シフト風l61130°その後また振れ戻

るが14:15第2上マークを変更6下

マークにて上マーク170.,1.5Mと

表示する。へ

変更後の第2上マークは"CAL__

FORNIADREAMER''"海太

朗，，､''BOY"と続き、つぎにIMS

艇の''CONTESSA''が|呵航。風li'l

は徐々にスター|､時にもどりつつあ

る。

左右に凪が振れl'11るなか、トップ。

に"CALFORNIADREAMER"

が13:47:57にフィニッシュ。次い

て"’海太朗"､"BOY"、小型艇で

は"CHARCHAN''が9位でフィ

ニッシュ。修正てゞ3位に入っている。

第4レース(5/19)。前日と同

様、風向が定まらずAP旗を揚げス

タートを延期。l1:30、風向210風速

4～5mでやや安定してきたのて､､12:

00をスタート時刻と予定、上マヘ

クを設置。このレースもマーク変史

を予想し、1.8M、コース②を表示

する。スタート予定時刻5分前、凪

速は増し8m、215・スタートライ

ンは5°上有利て､12:0010R艇ス

タート。またもや5艇のリコール艇

を確認なんと中間成績のトップ･3

艇"BOY''"海太朗"、''CHAR

CHAN''が入っている。他"STAR

&STAR''、"MATENROW"の

名前もあがっている。"MATEN

ROW'はリコールを解消し上マー

クへ向かうが、他のリコール艇は、

そのまますすんでいく。これでシリ

ーズレースの行方がわからなくなっ

たが、実におしい。
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位に"MIWA"、3位"CON

TESSA''。今後このクラスの増加

も期待したい。

レース委員鈴木淳一

’三マーク付近で､は、風の振れ力激

しく庄右の海面て､､の差がて繊てきてい

る。またレースフリー|､も大きく水

があき、マーク変更のタイミンク叡が

難しいなか、13:30第2下マークに

おいて240．，1.5Mと第3上マー

クの変更を表示する。

14:19:40フイニッシユラインヘト

ッフ。で入ったのは''CALFORNIA

DREAMER''今世Iのシリーズ中オ

リンピックレース全てファーストフ

ィニッシュて､ある。つづい

て''NINJA''、''MATENROW"

とつづき、小型艇では、''SYLP
一

HIDES''が4位て騨フィニッシュ。

修II1で1位に入った。

数3艇で､はあったが、シリ スレー

ス初のクラスて､､もあり非常に興味深

く観戦することができた。このクラ

スを制したのは"KRYPTON""2
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14年間のレース活動が報われた.／

IOR総合優勝"シルフィードⅢ”

蒲谷和行

私達シルフィードチームはミドル

ポート選手権の余勢をかっての

BMW、TOKYO、CUP関東外洋

ヨシ|､選手権への参加て、したが、大

型艇に互してのシリーズレースです

ので艇別成績は全く望外のものとし

ていました。しかしフリー|､対抗レ

ースではシーポニアチームは88，89

年と侭併し、連覇をめざした昨年は

残念にも3位に終わり今年はその雪

辱をはたすべく再度の優勝を|｣指し

てベス|､をつくし、平均得点以上を

取る戦i去で､のぞみました。我力艇は

第1レースは総合2位の行先の良い

スタート（大型艇5ハイのりコール

も幸いして？）で､気合も入り、第2

レースのショートオフショアに臨み

ましたが、他艇の不幸を笑った罰で

今|!!lはｲ洲廷の!l!でただ1パイのリコ

ール艇となり、5％のペナルティー

を課せられ、順位を落し、15位7.50

ポイントの得点で1iij途の夢を砕かれ、

後のない気持て迎えた第3レースを

第1上まて､､の風の振れが思惑を外れ、

苦しいレース展|ｻﾄ}て’したが、以後は

各レクぐごとに順位を上げ7位にてゴ

ールし艇別総合成紘は8位をキープ

する事が出来ました。この時ﾉA1;て鶴は

我がシーポニアのチーム成紙は1位

て鹸したが、他のフリートとの点差も

残るが4．5レースて､逆転される怖

れもあI)、気の抜けない状況てゞ した。

しかし第4レースの難しい海象の巾

を良く走りこなし1トンを押きえて

のゴールて．1位となり、総合成績は

6位にあがりました。全てが決まる

であろう第5レースロングオフショ

アを迎え17.25ポイント差て穣第1位

のカルフォルニアドリーム、ボーイ、

プロバカンタ．、海太朗、マテンロー

の壮々たる大型艇が上に居り、良い

風の吹いてるこのロンク鼠て､､順位を上

げる事は不可能との思いがありまし

た。しかし種々の要素が関り合う島

廻りですのて鹸コースの選択、風の読

n戸

40

み、レースの展開により勝敗が決ま

るものとし、自分達のコースを自信

を持つてり|き、凪の読みも当り大ｩ

炎では1トン21,ン勢とミーティン

グしてのレースに掛ける期待が大き

く膨らみました。結果は~f想もしな

かった第1位、そして大逆転による

初めてのシリーズレース総合優勝に

14年間のレース活動力報われたのだ

と一同感激いたしました。しかしレ

ースは勝つべくして勝つことの他に

勝利の女神の手助けもあるのではと

いうのが実感て．した。これからもこ

の勝運を大事に持続しレースを楽し

んて､､いきたいと思っております。最

後にこの調晴らい､物を与えてくだ

さった運営の皆様に心よI)感謝いた

します。

喜びの第1回IMSクラス優勝

“クリプトン”

初鹿野幸生

BMWTOKYOCUP関東外

洋ヨット選丁権シリーズも今l11lて､3

1!'1を数え、初めてIMSクラスがス

タートすることが出来ました。その

"lllIIIMSクラス優尚を勝とるこ

とがll'!米'W,いもよらぬクルー一llil人

変喜んて､います。レースi罐力におい

てシリーズ優賞は初めての出来事て．

す。IOR艇から足を洗ってはや3

年、3年のブランクを経て、昨年7

月クリフ。トンは進水しました。がレ

ース活動を開始しようと思っていた

ので､すが、運営側から侍ったがかか

ったl)と.…・・今年は関東て､､IM

Sレースを成立させたかった。しか

し参加艇は3艇のみとさびしい限り

て､､す。事務局て調べたところ、関東

にはすて､に40艇程証言を取得してい

るのて、すが……多勢とレースを楽

しみたい、スター|､が寂しく独り旅

が始まる大、中、小･…．．……

第1レースは8ノット前後の風てゞ

スタート順調に周り終盤に16ノット

前後に風速がありフイニッシュした。

計算バンドドは10ノットと告示さオヘ

ハーバーに帰る間にタイムを計算す－

ると、ミワと11秒差て勝っていたこ

の結果て､、クルー全員が、俄然やる

気を起こした。

第2レース初,(bは、18ノット前後

の凪てゞスタートしたが、どうしても

このまま続くとは思えなかった。了

想旭り、初島手前て､､ベタにつかまっ

た。クリプ|､ンの一番の弱点て頓、結

果はr想j由りだった。

鋪3レースは6ノット以~|､の風

て､スター|､、第1レースとllil様に終

盤で20ノッ|､前後となり、後続艇が

有利になったと思う。結果はミヮと

68.7秒差て．7位となった。

第4レースは14～16ノットの風

で､ｽﾀー ﾄしたが第1上ﾏー ｸ付j戸

表彰式でのひとこま(写真／ヨッティング）
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で、すて､､に風は落ち始めていた。う。

ラスゾーセージコースの頃は、風も

落ち潮は強く、チョッビーな波が力l1

わり、さんざんな結果となり、大、

！''、小フィニッシュ超りとなった。

この時点て､､、ミワとわずか0.375ポ

イント差で､2位となった。

鋪5大島レースで勝敗力決定する。

葉ll｣沖l1:0016～18ノットの風で

スタート、初島付近て､24.5ノッ|､ま

であがった。我々は、ここで大きな

賭のコースを選び、大島直ねらいの

タックをした。風速は16～18ノッ|、

が続き風早沖にアブ。ローチし、タツ

～、タックて元町、千波崎沖へと進

し毎千i鹿h奇沖て他艇が、潮強と凪

なして､､、_Iこまっていたので、コース

選び艇を進め、間伏沖ぐらいからス

ピンを展開し、良根岬沖て､､ジャイブ

し、一路葉山17°のコースを維持し、

01:15頃フィニッシュラインを切っ

た。さっそくレース本部に問い合わ

せると、コンテッサ22:57頃ミワ23：

20頃と聞き、やっぱりタ管メだったか

と、三111奇マリンヘと急いだ。翌日午

後後片付きに出かけ、ミワの方々も

整備中だった。おめでとうございま

すと挨拶すると、フィニッシュ何I寺

て．したと、我々 は24:20頃だと聞き、

勝ったと思った。ミワとの差は64分

以内て､､あればクリフ･トンの勝て､､あ

=P55分の差しかない。その話をし

‐いる時に手助けで大変お世話にな

った浅野氏から、葉山に見に行った

ら勝っていたよ。優賞おめでとうと

いう電話だった。先行艇は千波崎沖

て､､ベタにつかまり、ミワも1時間程

つかまったのだそうです。

我々は全レースに注意した点は、

各艇(TAXD)とETの関係が、

実際面にどう影響するのか実感もな

く、現われるかだった。そのためと

にかく前の艇に離されずにフイニッ

シュすることだった。

最後に今年3月から練習を始め、

今回レース初体験の3人のクルーそ

して多のクルーたちも良く頑張った。

そして支援していただいたBMW.

TOKYOの方々にも、深く感謝致

します。又レースを連営された方々

大変おつかれ様でした。

のは、「リコール」によるペナルテ

ィーてゞした。第一レース早々5艇の

リコールが解消されずに終わってし

まい、シーポニアフリートが一位に

肺り出たものの、続く第二レース、

初島レースて､､は、チームメイトのシ

ルフィードがリコールで、手痛いペ

ナルティー。第一週日を終えたとこ

ろて､､、数ポイント差て’トップ｡をキー

プ。、二週目の第三レースで､は3艇と

も元気良く、二位との差を広げたも

のの、第四レースで､は私達BOYが

リコールを解消て､きずに、再び二位

との差力縮まり、結果は第五レース

の大島レースまで持ち越すという、

一恵一憂の展開となりました。

鹸終レースではシルフィードの優

勝を含めたチーム3艇の頑張l)があ

った為、めでたくチーム倒券がで､き

当初の念願がかないました。

しかし、最初にもお話しした辿り

エントリーしたチームが少なかった

ことが残念で、来年はより多くのチ

ームがエントリーし、大会が盛り上

がることを期待します。

そして、シーポニアには今回の3

艇以外にも、毎週未熱L､に練謝を

する、アフロディータ、サモア等々

たくさんのレース仲間がいます。ど

の艇も今回の3艇と同じように強い

仲間て､､す。この仲間で、来年も強い

チームをつく')、盛況な大会の中で

ディフェンディングチャンピオンと

して優勝を狙いたいと思っています。

さあ、皆様の#臓を侍ってます。

最後に大会関係者の方々のご苦労

に敬意を表し、終わりとさせていた

だきます。

、91関東フリート対抗に優勝できて

シーボニアフリート“ボーイ”

山田隆

「関東フリート対加という名称

が、まだ正式に存在しているのかど

うかも疑問ですが、年々フリー|､対

抗の意識力薄れていくように感じる

のは、気のせいでしょうか。数年前

まて､､は15チームくらいのエントリー

があったように記|意していました。

我がシーポニアフリートにしても3

チーム編制で大会に挑み、みごと優

勝したこともありました。

しかし、今l''1は始まってみると5

チームのエントリーしかなく、淋し

く感じられたのは私達だけだったの

で､しようか。

そのような状況も知らずに今|1ilチ

ームを組んだ、シーポニアでも互い

に良く知り尽くしているハーフタイ

ム、シルフィード、ボーイの3艇は、

チーム優勝を第一目標に、意気込ん

て､挑みました。昨年2チームを組ん

で必勝体制て､挑んだシーポニアフリ

ートでしたが、BOYの無念の誇冬

レース不参加等もあり、優勝をお隣

りの油壷フリートに持っていかれた

結果、「今年こそは…･･･…」の思い

が、強くチーム全体に表われていた

からです。

実際に大会が始まってみると、各

フリートの総合力は甲乙の差なく、

平均していたように思われます。但

し、今大会の結果を大きく左右した

終
始
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熱
し
た
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ス
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開
と
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浅生利里さんに聞く－－

ているのですか？

「葉山のあぶずりで26フィートの

"IDATEN''という船に乗ってい

ます。クルーは若い二人の女性とお

じさんです。だから，私達女性にも

操船などいろんなことをさせてもら

えます。

なぜヨットを始めることになっ

たかというと，話は小学校の卒業旅

行に遡ります。その旅行は東京，九

州を船で往復する旅行で，以来海が

大好きになりました。大学一年のあ

る日，突然ヨシ|､に乗りたくなりま

した。何とか，ってはないものかと

捜し,*ll母のいとこて、ある

"IDATEN''のオーナーに頼んて､

乗せてもらうことがで､きました。そ

れから7年近く毎週日埖Ⅱはヨシ|、

に乗っています」

－｢メルボルン大阪レース」に出

るきっかけは何ですか？

「主人が出たいので，頼んて’“ラッ

利里さんプロフィール

『メルポルンー大阪ダプルハンドヨ

ットレース』に新婚旅行を兼ね，ご

主人（浅生砿捷さん）と‘‘ジャス

|、．ラッキー・レディ”に乗り，見

事R－Bクラスで優勝。

『グアムレース』に参加の後，二人

でオーストラリアまて､回航し，メル

ボルンから大阪へのレースに出場。

4か月に渡る長い旅となった。

－いつもはどこでヨットに乗っ



キー・レディ'，を貸してもらいまし

た。スポンサーは㈱ジャストという

企業I(IIけ自動車のリース会社です。

夢のあることにも11I債で､きるくらい，

会社が大きくなったという証として，

スポンサーになってくれました」

－レースでの役割分担はどのよ

うにしましたか？

「蜘ﾊは主人て､､す。食事，時間管理

など生活面は私が担当しました。夜

はワッチをちゃんと決めました。一

人で起きているの力琳しいと思った

のは，ク、アムを出て2LIU<らいま

て､､。それに私がワッチの時でも，海

一荒れたら主人を起こす，とにかく

i可かあったら起こしていいというこ

とになっていたので，私は気が楽で、

した。

食事は，朝がおもちか夕、ブルベ

イクドパン（きりを吹いて焼くとふ

んわりするパン。1_1持ちがします)。

品は，迦顛。“ジャスト・ラッキー・

レディ'’は水が豊富だったので，賛

沢に氷を乗せたそうめんなどを食べ

ていました。夜はご飯とおかずと上ﾞ

－ルかワイン。まるで､クルージンクﾞ

のようでした」

レース中にトラブルはありま

したか？

「致命的な|､ラブルはありませんで

した。小さなトラブルは，メインハ

~が切れた，ジブハリが動かなくな

った，バンク、のill1圧が効かなくなっ

た，無線が聞こえなくなったなどあ

りました」

－レース中に一番辛かったこと

は何ですか？

「バス海峡が荒れなかったのは本当

にラッキーで，楽しいクルージンクﾞ

気分だったのて､､，特にありません。

しかしソロモンからシドニーへの回

航中，主人がケガをしました。メイ

ンシートトラベラーのブロックが飛

んて､､きて，手のIIIにヒピが入ったの

です。その他に凪邪で高熱が出て，

マラリアかと心配しました」

－レース中一番嬉しかったのは

何ですか？

29

「フィニッシュラインヘニ人の両親

がそろって来てくれたことて､す。夜

中なのに細合を出してもらって。

主人に言わせると，嬉しかった

ことは，貿易風に乗って-11200マ

イルも走る日が何'1も続いたことだ

と思います」

－フィニッシュまで35日でした

が，船に乗り放しというのはどんな

感じですか？

「最初は船の上が狭く感じるだろう

と心配でした。ドジャーをつけて行

ったのて､､一度もメインハッチを閉め

ることがなく，’'1に湿気がこもらず

過ごしやすかったです。それにヨッ

トは、狭いけれど無駄がなく、生活

しやすい場所だと,W,います。

けんかもしなかったし。二人と

もヨットができる人なら意見の食い

違いて､､けんかになるも’もしれません

が，私達の場合は全て主人に従せき

I)ですから，けんかになりませんてﾞ

した」

－またロングのレースにでてみ

たいですか？

「ロンク､のクルージンク､なら行って

みたいて､､す。クゞアムからシドニーの

0fFSHORE

間のトラックやソロモンのようなと

ころを，寄港しながら回りたいで

す」

－このレースで感じたことを教

えて下さい

「英語ができるとｲ丁った先て鹸の世界

の広がり〃が違います。英語が得意

になりたいと思いました。

落ち込んだとき気分転換てゞきる

ものが，何かあればいいと思いまし

た。私はダイピンク護と音楽て､す。回

航の時は行く先々て､､ダイビンク、をし

ていました。また音楽のほうはミュ

ージカルの演出家である父が，私の

好きなミュージカルの音楽をセレク

|､してくれたテープ･があって，有難

いと思いました」

＊＊＊インタビュアー雑感＊＊＊

27才の",:さでご主人と地球を縦

|折した女性は，利里さんが初めててﾞ

はないて､､しようか。ご主人を心から

頼っている様子が伝わってきました

妓高の新塒旅行ですよね。まさに利

皿さんはラッキー・レディです。私

も頼れるすてきなヨットマンに巡り

合えるかな…。（五十嵐薫・本誌）

スタート直後，オーストラリアの海を走る．‘ジャスト・ラッキー．レディ
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ジャパンカップ'91

実施計画について

ジャパンーグアム

ヨットレース'92のお知らせ

51122H(水曜)18:30、NORC新事務ﾙｳ会議室に

おいて次の会議が開催されました。

トーヨコカツフ。JAPAN-GUAMヨシ|､レース192レ

ースのすすめ方について

I前l''|と同じ|､一ヨコク識ループの協ﾉJによるスポンサー

ド。

II実施期間関係官庁の仕舞内めのH無月も考え

①1991年121125H(ﾉkl1卿前夜祭及び出国手続

②26日12:00スタート

③1992年1月5H表彰式及びパーティー

ⅡIコミュニケーションシステム（安全と報道価値を高め

るため下記を採用する予定）

SSB短波雌線機及びVHF無線機（アンテナはマス

l、ト､ソプに｣IXi､l･け）の榊版を炎捌､l-ける(.i山｛!↑委典会に

登格収{!l:i稚群会|Ⅲl樅と無線機1l祢人ll､↑における仙宜をはか

ってもらう）

Ⅳレース実施組織案

①ノウハウの蓄積により年々小きくなるレース実施委

員会を目指して組細編成を行う。

②NORC会員よI)レース実施委員の公募を予定。

Vレース委員長は昨年に引き続き尾島裕太郎が任命され

た。

Ⅵ以11を踏まえ、近々レース実施委員会の開樅を行う。

以上が決定されました。今年もレース参加説明会等を

ｲrい、沢山の参加艇による楽しいレースを期待しま

す。

91.6.10広報委典会

-ル(案）l)RACE&EVENTスヶジュ

|-111 RACE EVENT

10115II(I:)

611(II)

711(II)

811(火）

91I(I<)

ｲンスペクション

インスペクション

艇災会縦(油壺観ilill;IM)インスペクション

第1R(I､ラィアングル）

"2R(ショートオフショア）

〃

㈹
伽
ｈ

Ｏ
１
２

１
１
１ ~~巳

ｳｴ.ﾙｶﾑバーﾃｨ(二l,iマレ)』

1311(1I)"3R(トライアングル）
ム
ム
ワ
４
４
９
＋
＋
Ｂ
ｌ
Ｊ
と
》
Ｉ
Ｊ

ｄ
Ｉ
Ｇ
１
５
Ｄ
■
１
．
１
－
・
１
１
Ⅱ

ｉ
ｉ
ｉ

マ
ｒ
Ｉ
Ｊ
〃
、
ｆ
Ｉ
Ｊ
戸
、
ｆ
Ｉ
Ｊ

川
州
椥

１
１
Ｉ

川
馴
刷

１
１
１

17II(ｲ《）

18II(fi

1{)II(I:)

"4R(ロングオフショア）
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'『 >ﾉｬパﾝｶ､ｿﾌバーラィ(ABYC)
岸

2()||(II)|"5R(|､ﾗｲｱﾝダﾙ）
21'I('1)|上 典i献(li,榊箇プﾘﾝｽﾎﾅﾙ）

今年のジャパンカッフ･は．IORクラスにてカテゴリ

-Bを採lllします。公式施設は，以|､.のような案に現在

なっています。

・レース本部ABYC

・成績ルームABYC2階ロフト

・事務局ABYC会i龍室
へ

･¥lll1ルーム汕壺ヨッテル

・公式掲示板ABYCIﾘj庭に架投

・電話、FAXABYCに31'11線待投

以|菟6月lOll呪在

前回での，クアム現地親善レース

※参加艇は7)lイ<llまで､に|｢|艇のカラー'IjE1'L(ポジ，オ、

ガjl<'!1.)を|l端11)まて穣お送I)|､.さい。

今月の表紙：ヤマハ大阪カップ，メル

ボルン／大阪ダブルﾊﾝドﾖｯﾄﾚｰｽ

1991で，フィニッシュ間近い1"地球倶

楽部波切大王'、（写真／山崎武敏）
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ﾖｯﾄ･ﾓーﾀーボーﾄ総合保険
東京海上火災保険株式会社

住友海上火災保険株式会社
お問合せ先：会員代理店またはNORC保険デスク(フリーダイヤル0120-024-410）



勝利の為に叡知を集結｡ｺﾝぺﾃｲションボートの雄･…ファーストクラス･シリーズ。
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ベネトウ・ファーストクラスシリーズは、

オフショアレースやファーストクルージン

グのために設計されたコンペティションタ

イブのクルーザーです。デザイナーは、ヨ

ットデザインの第一人者、ジャン･マリ一・

フィノ。「革新と創造性｣をコンセプトにし

た設計思想が、すみずみまでゆきわたり、

その性能は、数々のビッグレースでの優勝

実績が物語っています。まさに、勝利のた

めに生まれたクルーザーといえるでしょう。
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Hulllength_9.14m

LWLdynamif8,40m

Beam 3,25m
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ａ
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Ｍ大きめのセールエリア、全長に比較して長

めの水線長など、ファーストクラスシリー

ズ独特のスペックは､ワンデザイン-U,L.

D.B.の特長で、l.O.R.7K-トに比べ明

らかに優れたデータを持ち、コストパフォ

一マンスにも優れています。

艤装品、キャビンレイアウト、船内の積層

なども、速い走りに徹して設計。

優れた性能と高い安全性は、ヨーロッパ各

国で、多くの支持と絶賛を得ています。
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Berths

世界で最も愛されているヨット。ベネトウ

T
日本総輸入販売元ファユトマリ→ノ

神奈川県三浦郡葉山町一色370TEL.0468(76)1771FAX.0468(7,

大阪事務所／大阪市西区新町1-17-8ハイネス新町公園503TEL.06(531
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●カタログこ希望の方は、

左記宛お申し込み下さい。


